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 本研究は少子化により小学校に発生し、積極的な教育空間としてとらえ、これまで教育

の場として消極的な空間として扱われてきた余裕教室の詳細な分析を通して建築計画的な

明確に、新たな教室計画への指針を得ることを目的とする。 
 
 第一章では、今後の先進国の人口動態の予測を踏まえた上で、日本における人口減少の

予測を概観し、建築における将来的な課題とその対策の必要性を述べた。戦後人口増加の

一途をたどってきた日本は、早ければ数年後には人口が減少し始め、この現象はその後一

世紀続くと見られている。こうして全国的に過疎状態になっていく中で、人口減少により

生じる様々な課題に対して様々な分野において対策に追われている。建築においても過疎

状態からくる余裕スペースの発生が予想される事から、建築計画の段階で余裕スペースの

使われ方を予測する必要性がある。 
  
 また教育の面では明治時代から戦後まで行われてきた知識を教えるための「教える」空

間から、70 年代からオープンスペースに代表されるような児童が自主的に「学ぶ」空間へ

とシフトしてきた。そうした中、京都大学の上野は児童が自主的に考え、学ぶには知識の

蓄積が必要であると述べている。そこで本研究ではこうした「教える」空間と「学ぶ」空

間の両立するための空間作りが必要であると考えた。小学校では児童数の減少から普通教

室として使用されない「余裕教室」が発生し続けている。いくつかの学校見学を通して「教

える」空間と「学ぶ」空間の両立には余裕教室に手がかりがあるのではないかと考えた。

そこで本論では次のような仮説を立てた。 
 
仮説 
1.「学ぶ」空間であるオープンスペース型校舎に余裕教室が発生し、積極的に活用されるこ

とによって、余裕教室に新たな役割が生まれている 
2.教師はそこをうまく使いこなすことで「教える」空間と「学ぶ」空間として使い分けてい

る 
 



 第二章ではこれまで述べてきた背景を前提にして、既往研究の分析から本研究の位置づ

けを行い、仮説から具体的な研究目標を設定し、研究方法を示した。それに伴い本研究の

構成を示し、本研究の将来的な目標を述べた。本研究はこれまで見落とされてきた余裕教

室が発生した場合における教室ユニット（普通教室、オープンスペース、余裕教室を一つ

のユニットとみなした）全体の授業での利用の現状を把握することで普通教室、オープン

スペース、余裕教室といった３つのスペースの役割を導き出し、それぞれの関係性を明ら

かにすることで余裕教室の教育に対する新たな意味づけを行うことで新たな教室計画のた

めの指針を得ることを目的とする。これらを明らかにするためにまず校舎全体の中での余

裕教室の位置づけを行うために、東京都のある特別区における余裕教室の配置とそれが児

童の一日の動線に及ぼす影響を分析した。次に同じく東京都で余裕教室の発生しているオ

ープンスペース型小学校の中で余裕教室を積極的に活用している 4 校を対象に授業、休み

時間、給食の観察調査・アンケート調査を行った。 
第三章では東京都におけるある特別区全校での普通教室と余裕教室の配置の現状を把握

した結果、余裕教室は普通教室に近接して配置されていることが明らかになった。これら

の余裕教室を積極的に活用するためには配置による動線への影響をまず捉えておく必要が

ある。配置の現状を把握した小学校のうち６校について、ある条件の下で児童の一日の移

動距離と時間を計測し、余裕教室の配置が児童一日の移動距離・時間への影響について分

析した。余裕教室は、校舎全体に配置されている普通教室の隣に配置されている割合が高

かった。また普通教室郡の狭間に配置されることも多い事が分かった。児童の一日の移動

距離・時間は校舎の配置や階段の位置によりまったく異なり一日平均５分～２３分の移動

時間であった。移動に大きく影響を与えるのは校門から昇降口までの距離と昇降口・普通

教室から階段の距離、次に普通教室からトイレまでの距離が大きく影響することがわかっ

た。普通教室の配置階が下がると現状から数分～５分程度の時間が短縮できた。また普通

教室の配置を平面的に入替えて移動時間を短縮した場合は１～３分程度の短縮にとどまっ

た。教科のための移動と生活のための移動の割合は２：８であり、移動のほとんどが生活

での移動であった。教科の中で大きな影響を及ぼしているのは体育であり、一日の移動に

大きな影響を与えている。その他の教科は特別教室の利用率が１００％にもかかわらず、

きわめてわずかな移動時間である事が分かった。これにより特別教室の配置に関して児童

の移動への影響は、ほとんど無視できるほど小さなものであった。これらの結果により余

裕教室が普通教室の隣に配置されていても、児童の一日の移動時間にはほとんど影響しな

い。余裕教室を積極的に活用する場合に普通教室に近づけて配置した場合、児童は余裕教

室をまたいで移動することになるが、一日の移動時間がほとんど増大することは無く、む

しろ特別教室への移動自体の方がより多くの時間を費やすことが分かった。 
 
第四章では東京都におけるオープンスペースの小学校の現状を把握し、その中で余裕教

室が発生し、積極的に活用している小学校 4 校を対象に、教室ユニット全体を活用した授



業・休み時間・給食の時間の観察調査を行った。東京都区部における壁の無いオープンス

ペース型の小学校は 53 校存在した。この中で余裕教室は校舎の建設年次や規模に関係なく

発生している。 
次に調査対象に抽出した 4 校に対し教室ユニット全体を活用した授業を中心にアンケー

ト調査・観察調査を行った。アンケートの結果、授業において余裕教室を利用する割合は

高く、授業の中で普通教室の次に優先され、教師にとって重要な空間として位置づけられ

ている。観察調査は授業の流れに沿って空間、学習集団、活動の視点から分析を行い、教

室ユニットにおける余裕教室の役割を考察した。教室ユニットの各スペースの空間構成の

特徴は普通教室は一斉授業を中心とした構成になっており、オープンスペースは廊下とし

ての機能を保持しつつ収納や本棚など児童の活用を支援するようなしつらえがしてある、

また余裕教室は広いスペースを確保したしつらえと、一斉授業を中心としたしつらえの 2
通り存在した。 

学習集団は同学年から個人まで 4 つの段階に分けられ、授業内容にもよるが 1 回の授業

における学習集団の変化は高学年ではおよそ 1～2 回、低学年では 2～5 回にも及ぶ事が分

かった。授業の流れは基本的に文章で言う、起承転結のような段階が存在する。授業の始

まりと終わりでは、教師が授業の解説・まとめなどを児童全員に伝えるために全員集合す

ることが多い。授業での全体の活動内容を分析すると創作活動、思考活動、情報活動、相

互活動、発見活動、身体活動、活動なしの 7 つの活動に分類できた。授業はこの各段階に

おいて学習の集団や空間が時間にとらわれることなく柔軟に組み合わされる。 
授業の展開から見ると高学年の算数など一斉授業が主体の授業は一度活動場所や集団が

決まってしまうとその後変化が少ない。低学年では時間により活動場所が異なり、集団編

成の変化も激しい。この時の学習集団や空間は算数の少人数学習などのように授業全体で

基本的に変わらないものと、低学年の生活科などのように 5 分から 10 分といった短い時間

での変化も見られる。しかし児童の学習に対する集中の妨げにならないようにする配慮か

ら、算数の答えあわせや早く課題が終わった児童とそうでない児童を分離しておくなど、

お互いに見えないところに移動させ集団から分離させるという事象も見られた。こうした

ことから余裕教室を活用した授業では、学習集団・空間が固定的な授業、柔軟に変化する

授業、一部で柔軟に変化する授業の 3 つの授業形態が見られた。児童を普通教室と余裕教

室に仕切り、児童を分離させて授業を行うことは、これまでの普通教室とオープンスペー

スとの連続した関係の中では見られなかった新たな現象である。余裕教室と普通教室を活

用して少人数で一斉授業を行う授業においても、この現象を利用したものだといえる。ま

た母子分離症の児童がいたあるケースでは、母親が子どもに異変が起きた時に対処できる

ように余裕教室で待機していた。この様に同じ授業の中でも状況によって短い時間でも柔

軟に集団と場所を変化させることで児童の集中を維持したまま授業を展開できる。 
また余裕教室には作品や教材などを連日で使う場合に放置させておくことが出来る性質

があることも分かった。 



余裕教室にはオープンスペースと普通教室との関係性には無い、仕切る・放置する役割

があることが分かった。これに対し普通教室は学習机が並べられた一斉授業を中心とした

役割を持った空間であり、オープンスペースはこれらの空間での活動を補助する役割とし

て位置づけられた。教師は授業の状況により各集団や場所を多様で柔軟に変化させながら、

授業を展開していく事が明らかになった。 
 

 第五章ではこれまで考察してきた結果をまとめ、今後の学校建築における余裕教室の役

割を明確にした。今回の結果から余裕教室を教育に積極的に活用することで、これまでの

教室ユニットに無かった、仕切る・放置する役割を持った空間として意味づけることが出

来た。それにより教室ユニットにおいて、普通教室とオープンスペースの開いた関係性と

普通教室と余裕教室という閉じた関係性が共存している。この共存が学習における選択肢

を増やし、より多様な学習環境を構築できるものであると確信した。 

 最後に、こうした結果を下に教室のあり方を再考し「教える」空間と「学ぶ」空間を両

立させるための空間モデルとして提案している。 

 

本研究はオープンスペース型小学校という学校施設の一部に焦点を当てたものである。そ

の結果こうした機能は余裕教室を前述の機能を活用させるのはもちろんであるが、他の形

式の学校建築や新築の場合においても活用可能である。また他のビルディングタイプにも、

人口減少による余裕スペースをより積極的に活用することで、新たな意味を付加すること

が出来ると考えられる。本研究は、こうした新た意味づけのもとに、余裕スペースが建築

計画においてあらかじめ計画される際に役立つことを望むものである。 

 


